
「会社法改正への提言─企業の国際競争力の確保、企業・株主等の選択の尊重」(概要) 
 

 

１．事業遂行の形態・運営の弾力化─定款自治の拡大

３．資金調達方法・株主への利益還元 
手段の多様化 

 

① 株主への利益還元方法・時期に関する規定の一体化等 

② 社債の銘柄統合 

③ 強制転換条項付新株予約権付社債の導入 

④ 新株発行手続によらない自己株式の市場売却 

２．組織再編の選択肢の弾力化と機動化
 

① 合併等の対価の柔軟化 

② 簡易組織再編要件の緩和・略式組織再編の許容 

③ 検査役制度の見直し 

④ 子会社による親会社株式取得 

企業の国際競争力の確保

企業・株主等の選択の尊重

会社経営への株主意思の適切な反映 
① 実質的な株主の保護と 

  行為時株主・単元株主による代表訴訟 

② 訴訟委員会制度の導入 

(「適切代表」の考え方の導入) 

③ 取締役の責任軽減制度の見直し 

運営における自治の尊重 
① 監査役設置会社における利益処分の 

取締役会決議事項化 

② 取締役の責任の過失責任化 

③ 機関設計の柔軟化 

④ 取締役会の書面決議の許容 

グループ編成における自治の尊重 
① ＬＬＣ(Limited Liability Company)制度の導入 

② グループ内子会社の会社機関の簡素化 

③ 最低資本金制度の撤廃 
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